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最
終
日
、「
議
員
定
数
を
４

人
削
減
し
定
数

１８

人
と
す

る
」「
２
人
を
削
減
し
定
数
２０

人
と
す
る
」
二
つ
の
条
例
改

正
案
が
議
員
発
議
で
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
二

つ
の
発
議
に
そ
れ
ぞ
れ
質
疑

と
討
論
を
行
い
、「
提
案
に
的

確
な
根
拠
が
な
い
こ
と
」「
民

意
の
削
減
・
当
局
チ
ェ
ッ
ク

力
の
削
減
で
あ
り
、
議
会
活

動
を
後
退
さ
せ

る
だ
け
で
あ
る

こ
と
」
な
ど
を

明
ら
か
に
し
反

対
し
ま
し
た
。 

採
決
の
結
果
、
「
１８
人
案
」

は
賛
成
少
数
（
賛
成
５
名
）

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

「
２０
人
案
」
は
、
２
名
の

反
対
討
論
に
対
し
賛
成
の
討

論
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

賛
成
１０
名
、
反
対
９
名
の
僅

差
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

袋
井
市
議
会
の
議
員
定
数

は
、
合
併
し
た
平
成
１７
年
は

定
数
２６
人
（
そ
れ
ま
で
は
袋

井
市
２１
人
、
浅
羽
町
１４
人
の

計
３５
人
）
、
平
成
２１
年
の
改

選
か
ら
は
４
人
削
減
し
２２
人

に
、
そ
し
て
今
回
の
２
人
削

減
で
来
年
の
改
選
か
ら
２０
人

に
と
毎
回
の
削
減
で
す
。 
 

議
員
定
数
は
民
主
主
義
の

基
本
を
な
す
も
の
で
、
多
数

で
押
し
切
る
性
格
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

行
革
を
理
由
に
他
市
と
比

較
し
削
減
を
進
め
れ
ば
、
際

限
の
な
い
削
減
競
争
と
な
り
、

議
会
活
動
を
弱
め
る
だ
け
で

す
。 

   

市
議
会
に
対
し
、
２３

名
の
請
願
人
で
「
浜
岡

原
発
の
永
久
停
止
を

求
め
る
決
議
を
求
め

る
」
請
願
が
あ
り
ま
し

た
。 「

浜

岡

原
発
を
考

え
る
袋
井

の
会
」
の
３
７
１
６
名

の
署
名
が
添
え
ら
れ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

総
務
委
員
会
で
審
査

さ
れ
、
「
議
会
と
し
て 

  

一
般
会
計 

収
入
・
所
得
が
増
え
な

い
ど
こ
ろ
か
減
少
し
て

い
る
と
き
、
市
民
の
く
ら

し
を
守
り
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
、
地
方
自
治
体
の

本
来
の
役
割
で
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
旧
浅
羽
地

域
に
新
た
に
都
市
計
画

税
を
課
税
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
税
金
の
使

い
道
も
本
来
の
都
市
基

盤
整
備
に
は
約
１２
％
、

残
り
約
８８
％
は
借
金
返

済
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
保
会
計
へ
の
繰
入

金
を
減
額
す
る
な
ど
暮

ら
し
を
支
え
る
施
策
は

不
十
分
で
し
た
。 

 

そ
の
一
方
で
、
企
業
に 

   

『
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発

電
所
の
危
機
管
理
対
策
が
万

全
に
な
さ
れ
、
市
民
の
安

全
・
安
心
が
担
保
さ
れ
な
い

限
り
、
施
設
の
再
稼
働
は
認

め
ら
れ
な
い
』
と
の
意
思
表

示
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
、
優
先
事
項
と
し
て
安
全

対
策
を
求
め
る
こ
と
の
方
が

重
要
で
あ
る
。
」
と
し
て
，
全

会
一
致
で
「
不
採
択
」
と
な

り
ま
し
た
。 

本
会
議
で
の
採
決
も
、
僅

か
３
名
の
賛
成
で
不
採
択
と 

  は
、
産
業
立
地
補
助
金
な
ど

の
優
遇
措
置
が
執
ら
れ
て
い

ま
す
。 

袋
井
市
の
将
来
を
左
右
す

る
と
し
て
す
す
め
ら
れ
た
国

本
開
発
は
、「
断
念
」
の
判
断

を
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

あ
ま
り
に
も
遅

い
判
断
で
、
膨

大
な
労
力
・
費

用
を
費
や
し
た

責
任
は
重
大
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

前
年
度
に
引
き
続
き
剰
余

金
が
３
億
円
余
と
な
り
ま
し

た
。
当
然
税
率
等
を
引
き
下

げ
る
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
要
因
が
受
診
が
少

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
資
格

証
明
書
の
発
行
や
窓
口
負
担 

   な
り
ま
し
た
。 

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
被
害
が
な
お
拡
大
し
て

い
る
こ
と
、
原
発
が
安
全
と

両
立
し
な
い
こ
と
、
人
類
が

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ

と
、
安
全
を
住
民
が
判
断
で

き
な
い
こ
と
、
原
発
な
し
で

も
電
力
が
不
足
し
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
「
動
か
す
・

動
か
さ
な
い
」
と
い
う
問
題

で
な
く
、
永
久
停
止
し
原
発

ゼ
ロ
の
立
場
に
立
つ
か
否
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

の
重
さ
が
受
診
抑
制
に
つ
な 

が
ら
な
い
か
心
配
で
す
。 

水
道
事
業
会
計 

 

水
道
料
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
た
め
給
水
量
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
給
水
収
益
は
増

え
ま
し
た
。 

し
か
し
、
前
年
度
よ
り
大

き
な
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。 

遠
州
広
域
水
道
の
受
水
契

約
水
量
が
増
え
、
基
本
料
金

が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。
今
後
２
年
間
さ
ら

に
県
水
の
契
約
水
量
は
段
階

的
に
増
え
ま
す
。 

 
 
 

一
般
会
計
補
正
予
算
で

は
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
と
浅
羽
給
食
セ
ン
タ
ー

の
調
理
・
配
送
業
務
、
市

立
保
育
園
の
調
理
業
務
、

各
学
校
の
配
膳
業
務
が
民

間
に
委
託
さ
れ
ま
す
。 

 

コ
ス
ト
・
効
率
が
優
先

さ
れ
、
食
育
の
観
点
か
ら

問
題
で
す
。

ま
た
、
偽
装

請
負
も
心
配

で
す
。 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
で
は
、
「
包
括

的
」
業
務
委
託
と
な
り
ま

す
。 職

員
の
専
門
的
知
識
、

技
術
の
蓄
積
・
継
承
を
弱

め
、
市
の
責
任
低
下
が
心

配
さ
れ
ま
す
。 

 

９
月
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９
月
２８
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
提
案
の
２６
議
案
（
報
告
４
議
案
含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ 

れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
平
成
２４
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
平

成
２２
年
度
会
計
決
算
認
定
の
う
ち
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
請
願
（
「
浜
岡
原
発
の
永
久
停
止
を
求
め
る
決
議
」）
は
不
採
択
と
な 

り
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
採
択
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
議
員
発
議
で
議
員
定
数
に
関
す
る
２
議
案
（「
１８
名
」
と
「
２０
名
」
） 

が
提
出
さ
れ
、「
定
数
を
２０
名
と
す
る
」
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党 

議
員
団
は
、
議
会
の
役
割
を
果
た
す
立
場
か
ら
、
両
案
と
も
反
対
し
ま
し
た
。 
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